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 (1) GMSの概略 
1. GMSの成立 

 ＧＭＳは1992年アジア開発銀行（ＡＤＢ）主導で、 

  地域協力プログラムとして結成された。 

  構成国 ： ベトナム、カンボジャ、ラオス、タイ国、ミャンマー 

   及び中国の雲南省。（2005年広西チﾜﾝ族自冶区が新加入）  

2. GMS の優先課題 

 2002年の第一回ＧＭＳサミットにて輸送及びエネルギーのインフラ 

  整備が優先課題と決定。 

 ・ 輸送は３大回廊（南北、東西、南部）の建設。   

 ・ エネルギーは域内の水力発電の開発。 
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     ３. 中国の南進策に好都合なGMSの発展 

   ・ 地政学的にも中国の南進策は当然の成り行き。 

     ・ 2002年、第一回GMSサミットや、共産党大会を経て、 

    中国はGMS重視を決定。  

      ・ 資源獲得を重視の結果でもある。 

    ・ 中央政府は雲南政府と共にGMS会議に参加する事にした。 

    ・ 中国はGMSの発展の名の下に、インド洋やタイ湾に抜ける 

    道路,高速鉄道や港湾の建設を提案。 

    ・ 電力は15年間に約500億ドルをGMS域内に投資し、 

     32,000メガワット(MW)の調達を決定。 
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GMS域内 
インフラ開発 
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 (2)GMS域内の計画進行状況 

1．回廊の建設 

  a. 南北回廊 

  2013年始め、タイ国チェンコーン⇔ラオスのファイサーイ間の 

  メコン河第四架橋の完成により、昆明―バンコック間約1,800ｋｍ 

  が全通。 

 b. 東西回廊 

  ・ミャンマー領内を除き、タイ国－第二架橋－ラオス－ベトナム 

  間は既に使用中。 

  ・タイ国は第三架橋を自費で建設。 ハノイ迄の副回廊の役割 

  を果たし、距離も160ｋｍ短縮。 鉱石等の搬出の必要も。  
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 c. 南部回廊 

 バンコック－プノンペン－ホーチーミンを結ぶ本線の他に3国の 

 湾岸沿いの工業地帯を結ぶ南部湾岸副回廊も開通した。 

  

 GMS域内の回廊建設は次コマの通り、計画されている。 
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 GＭＳ諸国内の回廊建設計画図   タイ国首相府作成資料より 
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タイ国内の幹線道路の状況。  
上段・中の道路は実際に東西回廊に使用される。上段・左は南北回廊のバイパスの 
役割を果たす。他の幹線道路も同様の規格である。 
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d. メコン河架橋 

 回廊の建設が進むと架橋が増え、地域の発展を急加速。 

 現在タイ国⇔ラオス国境を越える４架橋。  

 ・第一 ： ノンカイ⇔タナレン 1994年オーストラリアの援助。 

   （総工費3000万米ドル）。鉄道線路一本を併設。 

 ・第二 ： ムクダハーン⇔サバナケット 2006年日本の援助。 

   （総工費81億円）。 東西回廊が通過する。 

  ・第三 ： ナコンパノム⇔タケーク。タイ国の資金（17.6億バーツ） 

   2011年完成。 

 ・第四 ： チェンコン⇔ファイサーイ。工費(19.34億バーツ）は 

   タイ・中で折半。南北回廊が通過する。 2013年初めに開通。                    
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 第１メコン架橋 
 橋には将来を見通して鉄道線路   

が敷設してあり、現在利用中。 
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第２メコン橋 
（右）タイ国は左側通行であり、ラオスは右側通行 
 であるため、橋の外れに眼鏡状の車線変更の 
 仕組みがある。 
（下）同橋へのアクセス 
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（上）第三架橋 
 タイ国が独自に建設。 

 
 
 
 
 
 
 
（下）第四架橋 
 予定地。2013年初め 

  完成予定。 
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２． 水力発電所の建設 

 a. 雲南省の水力発電所 

 メコン河の本流を堰き止め、４カ所に大水力発電所を建設。 

 景洪(1,500MW)、大朝山(1,350MW)、漫湾(1,250MW)、 

  小湾(4,200MW) 。 メコン河の流量に変化が起きる。 

 b. ミャンマーの水力発電 

 ・ミャンマーの潜在的発電能力は39,000MW。 

 ・稼働中のもの2010年時点で 40か所 2,500MWの能力。 

 ・建設中の 68件のうち63件は中国絡み。 

  ・サルウィン河のタイ・ミャンマーの共同発電所に中国が参加。 
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雲南省内の漫湾水力発電所 
 
メコン河本流を堰き止めた最初のダム。 
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  c. ラオスの水力発電 

  ・ラオスはタイ国向けに8カ所で年間20,000MWの売電を目標。 

  ・タイ国に送電目的のサイヤブリ発電所（1,260MW）は雲南領内 

   同様、メコン河本流を堰き止める故、下流国が強く反対。 

  ・中国向けは未だ100MWのみ。サイヤブリ発電所が問題解決し 

   完成すれば、中国は更に下流に３発電所を建設予定。 

 d. カンボジャの水力発電 

  ・中国が援助して国内用193MW発電所を建設。  

  ・中国が中国向け送電のため大型発電所 (2,700MW ? 

       30億ドル)を推進中。 
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 3．港湾の建設 

  港湾の整備は開発の遅れたミャンマーの急務。  

  ４港は全てインド洋に面し、他国の外港としての役割を持つ。 

  各国の利権絡みの開発競争。 

  a. チャウピュウー港 

  ・中国が昆明とを結ぶ大動脈建設を計画。港湾建設を要求。 

  ・現在は二本の石油・ガス輸送パイプライン敷設で決着。 

   次いで鉄道・道路建設を折衝中。 

  ・中国は当港より中東石油をマラッカ海峡を経由せず、昆明に 

   直送できる大きな権益を得た。 
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チャウピュウ地区上空 
 中国が港湾建設を強く求めた    
1996年の写真。 
 同地区は多くの小島より成る地   
域である。 
 中国はチャウピュウ港を雲南省   
向けの物流拠点とする。 
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 b.  シットウェ港 

  インドのタタ財閥(80%)がミャンマー政府（20%)と共同で、 

    東インド向け物流拠点として構築。 

  c.  ティラワ港 

  ・非効率の旧来のヤンゴン河川港に代わり、1990年代中ごろ 

   30ｋｍ川下に港を建設。 

  ・今回港の規模拡大と隣接地（24平方ｋｍ）に工業団地造成を 

   計画。 

  ・中国と韓国が開発を狙ったが、日本に総合計画を依頼。   
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ティラワ港の初期 
 部分的に操業を開始した1996年 
 の写真。クレーンが二基あるのみ。 
 港の後方にかけて24平方キロに 
 及ぶ工業団地用地が広がる。 
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d. ダベー港 

  ・ 深海港として建設。 

  隣接地に基幹産業を誘致し工業団地（250平方ｋｍ）を企画。 

  ・タイ国民間企業（ＩＴＤ社）が開発権を得て、目下推進中。 

 ・バンコックの西300ｋｍ余の地にあり、タイ国は欧州・アフリカ 

  向け外港として利用出来、物流面画期的な経路が出現する。  

 ・ タイ国は東部のマプタプット港よりバンコックを経由して、 

  ダベーに至る鉄道を敷設する予定。 

  南部回廊は自動的にバンコック経由ダベーに連結。  
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ダベー港 
 （上）深海港予定地 
 （下）工業団地予想図。 
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４．高速鉄道の建設 

・中国はタイ国に昆明からバンコックに至る高速鉄道の建設を提案。 

  中国内の事故も影響して、討議は中断している。 

・ミャンマーとベトナム向けも計画中。 

 中国はミャンマーに対し、昆明からチャオピュウ迄の鉄道と道路の 

 建設を交渉している。   

・ＧＭＳ域内の既設線路はメートルゲージであり併用不可。 

 新しいルート設定となる。（高速鉄道は1.435m) 

・タイ国は国内の既設線整備の優先を主張する意見が根強い。 
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 （３）ＧＭＳ開発へ中国の係わり方 
 1．1992年に中国は勝手に領海法を制定し、シナ海、南シナ海で 

  係争中の島嶼を自国領と宣言した。核心的利益として一切譲歩を 

  しない。 ベトナムが対立。 

 2. ＧＭＳの開発は中国の覇権主義に好都合。 

  表面的には協調を図り、多額の援助投資を進めた。特に経済 

  制裁を受け孤立したミャンマーに注力した。利己的態度が顕著。 

  対ミャンマー投資額は2011年末で96億ドルに達した。 

 3. ミャンマー最大の発電所第一シュエリーは600MW,総工費 

    32億ドルの内、中国は93％負担したが、ＢＯＴ 40年の条件で 

  発電量の85％を中国に送電。 代表例。 



24 

 4. 中国が雲南省内のメコン河本流に建設した4大発電所が放水量 

  の調節をしているため、下流3カ国の古来の農・漁業が甚大な 

  被害を受ける。 各国の抗議を中国は無視。 

  5．中国の対外援助は（資機材＋技術＋労働者）をパッケージに 

   して中国企業が実施。工事終了後も労働者を現地に残すので、 

   ミャンマーに150万人、カンボジャに100万人、ラオスに30万人、 

     ベトナムに10万人が新移民者として居残る。 

  低開発国向けほど、その傾向が強くなる。 

  6．2011年、中国はＧＭＳにおける道路、鉄道網について、インフラ 

   整備の根幹部分は全て負担すると約束した。      
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 (4) 各国の中国への対応 

 

1. ミャンマー 

・米国を中心とする経済制裁を受けたため、非制裁国であった中国と 

  タイ国に依存を余儀なくされた。 

・ 2011年以降、段階的制裁解除により、国際社会の援助が増加し、 

 選択肢も増えた。従来高圧的だった中国に対し対応スタンスが変化。 

・代表例が中国の投資案件であるミッソンダム発電所（総工費36億 

 ドル？）建設の一方的中止宣言。 
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ミッソンダムの完成予想図 
中国が建設中だったが、2011年９月ミャンマーの大統領が建設中止を指示。 
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2．タイ国 

  ・是々非々で二元外交を狙う。 

  ・昆明―バンコック間の高速鉄道建設計画の中国の申入れは 

   条件結着せず。 その後タイ国は在来線の強化を発表。 

   日本の協力に期待。 

  ・ タイ国は一部の外国筋が観測するほどには親中国でない。 

3．ベトナム 

  ・1990年外交関係正常化に伴い、良き関係を維持しているが、 

   南シナ海の領有権問題が深刻な対立点。 

  ・戦略的に中国と日本のバランスをとっている。 
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４．ラオス 

 ・南北回廊と共に中国の高速鉄道計画に協力して来たが、 

  態度一貫せず混迷。 

 ・ 中国が進めたヴィエンチャン新都市開発計画は一旦認めた 

  1640ヘクタールを200ヘクタールに縮小させた。 

 ・両案件とも国益にならないとの批判が出た。 

５．カンボジャ 

 ・国境を接しておらず、インフラ関連投資案件は少ない。 

  ・中国に送電用の大型発電所建設を認めた。  

  ・GMS内部では最も中国に協力的と見られる。  
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GMS諸国の単純比較 
資料集計年度が統一されていないが主として2007年度。 
三井物産（株）資料 
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 (5) 今後の動向 
 

1. 中国のメコン流域5カ国に対する態度は高圧的、独善的、利己的 

 であった。 域内の水力発電の開発は自国の需要のため。 

 又チャウピューに至る大動脈整備（道路、鉄道、パイプライン）は 

 自国の権益確保のため。 

 中国の行動はＧＭＳ諸国の調和と生活体系を破壊するものと 

 酷評され、反感を受けていた。 

2. GMS発足後、20年経過し、同地域の環境が変わった。特に経済 

  制裁が解除されたミャンマーは中国依存度が下がった。そのため、 

 中国との案件の停止や訂正がミャンマー及びラオスにて見られる。 
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３．GMS諸国への日米欧の経済支援は中国の南進行動に抑止力。 

 GMSの動向は日米欧の支援力と中国の行動力のバランス 

 に左右される。 

 地域協力プログラムとして、ＧＭＳは成功したと見なされる。 

 更に発展する為に、 

 日本は昔から親日的な各国に強力な支援と協力の実施が肝要。 

 中国は利己的にならず、互恵及び共存共栄の精神を以って 

 臨むべし。  


